
＊この事業は、「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて実施しています。

災害安全マップ展では、阪神・淡路大震災の教訓から学び、
神戸の子どもたちのつくった『災害安全マップ』、さまざ
まな自然災害の経験を元に世界の子どもたちがつくった『災
害安全マップ』と約20点の写真パネルにまとめた活動風景
に解説をそえて展示します。

災害安全マップ展

災害安全マップ展

人と防災未来センターとイランや台湾など近年大きな自然災害を経験した国々を中心
とする約5カ国が、インターネット回線でつながり、それぞれの国を代表する子ども
グループが国際会議を開きます。
各地の学校で取り組んでいる『災害安全マップ』を紹介しあい。世界各地の災害から
得た教訓について、リアルタイムで意見交換をします。

平成１9年3月4日（日）

防災世界子ども会議（NDYS）

主　　催

共　　催

防災世界子ども会議プロジェクト実行委員会

特別協力 NICT（独立行政法人 情報通信研究機構）言語グリッドプロジェクト

兵庫県、阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター、
国連教育科学文化機関（ユネスコ）、
神戸大学 海事科学部附属国際海事教育研究センター、
京都大学 大学院地球環境学堂 国際環境防災マネジメント論分野、
iEARN（International Education and Resource Network）

世界の子どもたちがつくった
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人と防災未来センター
防災未来館 1Fロビー
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00:00～00:00

お問い合わせ先　TEL：

会場

インターネット・テレビ会議を使った国際会議

防災世界子ども会議（NDYS）防災世界子ども会議（NDYS）

共 催�阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター、神戸大学 海事科学部附属国際海事教育研究センター
� 神戸大学都市安全研究センター、国連教育科学文化機関（ユネスコ）
� 京都大学 大学院地球環境学堂 国際環境防災マネジメント論分野、iEARN�

特別協力　NICT（独立行政法人 情報通信研究機構）言語グリッドプロジェクト

後援予定　兵庫県教育委員会、ひょうごe–スクールコンソーシアム、神戸市、神戸市教育委員会
� 兵庫県私立中学高等学校連合会、兵庫県外国人学校協議会、内閣府、総務省、文部科学省
� 国土交通省近畿地方整備局、国連国際防災戦略(UN/ISDR)、アジア防災センター（ADRC）
� 国際防災復興協力機構(IRP神戸)、国際連合地域開発センター（UNCRD）兵庫事務所
� 国際連合大学高等研究所、(財)兵庫県国際交流協会他

阪神・淡路大震災の教訓から学び、神戸の子どもたちのつくった『災害安全マップ』、さまざまな自然災害の経験
を元に世界の子どもたちがつくった『災害安全マップ』と約20点の写真パネルにまとめた活動風景に解説をそ
えて展示します。この展示期間中に、インターネット・テレビ会議を使った国際会議『防災世界子ども会議 
(NDYS) 』を開催。マップをつくった子どもたちのグループが各国から参加します。

無料無料

ICTと防災教育

日 時 2007年2月27日（火）～3月18日（日）
9：30～17：30

場 所 人と防災未来センター 防災未来館１F ロビー

主 催 防災世界子ども会議プロジェクト実行委員会



NDYSとは：阪神・淡路大震災10年となる機会をとらえ開催した国際会議「防災世界子ども会議2005 inひょうご」
を出発点として、2006年台湾、2007年には名古屋で開催の会議を目指して取り組むICTを活用した国際的な防災教
育プロジェクトです。「会議」に先立ち、半年間のオンライン協働学習を通して、地域の守りたいものや危険な箇所を
見つけ、どのようにして被害を最小限にとどめるかを考えて「災害安全マップ」づくりに取り組んでいます。当テレビ会
議では、「防災世界子ども会議2007 inあいち」に向けて、大震災の情報発信施設である人と防災未来センターと世界
の学校をつなぎ、子どもたちがリアルタイムに意見交換をします。

NDYS（Natural Disaster Youth Summit）は、阪神・淡路大震災10年となる機会をとらえ開催した国際会議「防災
世界子ども会議 2005 in ひょうご」を出発点として、2006年台湾、2007年には名古屋で開催の会議を目指して取り
組むICTを活用した国際的な防災教育プロジェクトです。会議に先立ち、ICTを活用した国際交流を通して、世界の
学校・子どもたちが、未来に向けて安全で安心な社会をつくるために、「減災社会づくりに私たちができること」を基
本コンセプトとして、NDYS宣言や世界のさまざまな自然災害の教訓などの「情報」を収集・発信・共有し、グロー
バルな防災教育ネットワークを拡張・充実させています。

世界の子どもたちがつくった
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インターネット・テレビ会議を使った国際会議
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防災世界子ども会議プロジェクト実行委員会
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兵庫県、阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター、
国連教育科学文化機関（ユネスコ）、
神戸大学 海事科学部附属国際海事教育研究センター、
京都大学 大学院地球環境学堂 国際環境防災マネジメント論分野、
iEARN（International Education and Resource Network）

特別協力
NICT（独立行政法人 情報通信研究機構）言語グリッドプロジェクト

後　援
内閣府、総務省、文部科学省、国土交通省近畿地方整備局、兵庫県教育委員会、神戸市、
ひょうごe-スクールコンソーシアム、神戸市教育委員会、兵庫県私立中学高等学校連合会、
兵庫県外国人学校協議会、国連国際防災戦略（UN/ISDR）、国際防災復興協力機構（IRP）、
アジア防災センター（ADRC）、国際防災・人道支援協議会（DRA）、
国際連合地域開発センター（UNCRD）兵庫事務所、国連人道問題調整事務所（OCHA）神戸、
国際連合大学高等研究所、（財）兵庫県国際交流協会、独立行政法人 国際協力機構兵庫国際
センター、兵庫ニューメディア推進協議会、NPO法人はりまスマートスクールプロジェクト、
ユニセフパークプロジェクト ファシリテーターグループ、遠隔教育研究会MINE、
神戸・子どもと教育ネットワーク、（社）日本教育工学振興会（JAPET）他

＊この事業は、「ひょうご安全の日推進県民会議」の
�助成を受けて実施しています。

平成１9年3月4日（日） 13:30～15:40
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会場：人と防災未来センター防災未来館1F ロビー

終了後、人未来館のIFレストランで交流会を持ちます。
（実費1,000円）  

E-mail：ndys@jearn.jp
Tel or Fax：078-251-6833 　NDYS事務局　納谷・岡本

〒651-0085
神戸市中央区浜辺通4-1-23　三宮ベンチャービル503 JEARN神戸事務所内

お申し込み

＊�この事業は、「ひょうご安全の日推進県民会議」の助成を受けて
�実施しています。

13:10

13:30

13:40

14:00

14:30

ビデオ上映

開会

ビデオメッセージ

記念講演

海外での「防災教育」の
取り組み

テレビ会議
防災世界子ども会議
NDYS

春一番を告げる「河津さくら」（阪神・淡路大震災10年記念植樹）便り

司会進行：生徒

主催者挨拶

サルバノ・ブリセーニョ（ISDR事務局長）

『最近の災害から学ぶ学校防災・防災教育の重要性』
�講師：IRP神戸　復興専門官　村田　昌彦 氏

¡スリランカ・ネパール
� 立命館大学 国際関係学部/NDYS2005生徒実行委員長
�中野　元太

¡パキスタン
� 京都大学 大学院地球環境学堂 博士課程/NDYS実行委員
�塩飽　孝一

人と防災未来センターとイラン、台湾、ロシアなど近年大きな自然災害を経験した
国々を中心とする約5カ国が、インターネット回線でつながり、それぞれの国を代
表する子どもグループが国際会議を開きます。各地の学校で取り組んでいる『災
害安全マップ』を紹介しあい。世界各地の災害から得た教訓について意見交換を
します。

兵庫県教育委員会　教育企画課

上谷　良一

挨拶

総評

閉会
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15:40

プ ロ グ ラ ム

防災世界子ども会議
Natural Disaster Youth Summit

インターネット・テレビ会議を使った国際会議
International Video Conference through the Internet
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